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若
越
郷
土
研
究
　
五
十
九
巻
一
号

　
　
　
は 

じ 

め 

に

　
前
報
で
は
、
光
明
寺
、
江
差
護
国
神
社
、
函
館
護
国
神
社
に
現
存
す
る
越
前

大
野
藩
関
係
者
の
箱
館
戦
争
戦
没
者
墓
碑
を
紹
介
し
た
。

　
そ
の
後
、
北
斗
市
光
明
寺
の
住
職
、
冨
田
豊
実
氏
お
よ
び
北
斗
市
在
住
の
大

野
文
化
財
保
護
研
究
会
木
下
寿
実
夫
会
長
か
ら
、
戊
辰
役
殉
難
者
慰
霊
祭
の
資

料
の
ほ
か
、寺
島
元
大
野
市
長
が
光
明
寺
に
参
拝
さ
れ
た
資
料（『
広
報
お
お
の
』

一
九
五
号
〈
昭
和
五
十
年
四
月
号
〉、
大
野
町
）
な
ど
を
頂
い
た
。

　
ま
た
、『
奥
越
史
料
』
永
見
繁
雄
氏
の
「
箱
館
戦
争
実
記
（
解
説
）」
に
は
、

光
明
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
越
前
大
野
藩
士
二
名
の
過
去
帳
の
写
真
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
が
、
今
回
大
正
三
年
に
大
野
村
で
『
大
野
村
史
』
を
編
集
し
た
際
に
当

時
の
村
役
場
の
書
記
が
転
記
し
た
光
明
寺
過
去
帳
も
冨
田
豊
美
氏
か
ら
ご
提
供

頂
い
た
。

　
今
回
は
、
越
前
大
野
藩
関
係
者
の
墓
碑
な
ど
を
平
成
二
十
四
年
、
二
十
五
年

に
継
続
調
査
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
。

　
　
　
五
　
松
前
護
国
神
社

　
旧
幕
府
軍
が
蝦
夷
地
開
拓
を
目
指
し
て
北
海
道
森
町
に
上
陸
し
た
明
治
戊
辰

元
年
（
一
八
六
八
）
か
ら
百
四
十
五
年
目
の
平
成
二
十
五
年
十
月
に
松
前
を
訪

問
し
た
。

　
木
古
内
（
津
軽
海
峡
線
）
駅
前
か
ら
松
前
出
張
所
行
バ
ス
に
乗
車
し
て
、
約

九
十
分
余
り
で
松
前
町
の
中
心
地
、
松
城
で
下
車
し
た
。
桜
の
シ
ー
ズ
ン
に
な

る
と
観
光
客
が
押
し
か
け
て
来
る
人
口
八
千
人
余
の
松
前
町
も
、
筆
者
が
訪
問

し
た
時
は
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で
静
ま
り
返
っ
て
い
た
。

　
新
政
府
軍
の
墓
地
は
市
街
地
の
背
後
に
そ
び
え
る
神
止
山（
か
み
ど
め
や
ま
）

の
松
前
護
国
神
社
（
招
魂
場
）
に
あ
る
の
で
、城
下
通
り
の
菓
子
店
で
タ
ク
シ
ー

を
呼
ん
で
も
ら
っ
た
。

越
前
大
野
藩
関
係
者
の
箱
館
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
を
訪
ね
て
（
二
）
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南
川
　
越
前
大
野
藩
関
係
者
の
箱
館
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
を
訪
ね
て
（
二
）

　
法
華
寺
の
東
側
を
通
る
林
道
を
車
で
十
分
程
登
る
と
左
側
に
石
段
が
あ
っ

た
。「
お
客
さ
ん
、
ヒ
グ
マ
が
出
ま
す
か
ら
、
用
心
し
て
下
さ
い
」
の
言
葉
に
送

ら
れ
て
、
昭
和
五
十
六
年
五
月
に
崇
敬
者
一
同
が
寄
進
し
た
鳥
居
を
く
ぐ
っ
た
。

　
お
社
に
向
か
っ
て
右
側
に
ひ
と
際
大
き
な
墓
碑
が
五
基
あ
り
、
入
り
口
か
ら

四
番
目
の
石
碑
に
目
的
と
す
る
越
前
大
野
藩
、
岡
鍛
源
良
賢
の
名
前
が
備
前
藩

十
四
名
の
戦
死
者

と
一
緒
に
刻
ま
れ

て
い
た
。
松
前
の

護
国
神
社
に
も
越

前
大
野
藩
関
係
者

の
戦
没
者
碑
が
現

存
し
て
い
た
。

　
岡
鍛
源
良
賢
は

己
巳
の
役
で
、
木

古
内
に
お
い
て
四

月
十
三
日
戦
死
し

た
と
さ
れ
、
そ
の

没
年
月
日
は
碑
の

記
録
と
一
致
し
て

い
た
。

　
己
巳
の
役
に
お

い
て
松
前
は
江
差

と
同
じ
よ
う
に
前

線
へ
の
補
給
基
地
で
あ
り
、
ま
た
傷
病
者
の
転
養
先
で
あ
っ
た
関
係
で
、
松
前

藩
以
外
の
墓
碑
も
松
前
護
国
神
社
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
岡
鍛
源
良
賢
の
墓
は
、そ
の
後
の
調
査
で
江
差
護
国
神
社
に
あ
る
と
す
る『
大

野
町
史
』
や
『
江
差
町
史
』
の
記
録
に
遭
遇
し
た
。『
江
差
町
史
』
に
よ
る
と
、

写真４　新政府軍協力藩の墓碑五基（松前護国神社）

写真５　大野藩該当墓碑とその部分
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南
川
　
越
前
大
野
藩
関
係
者
の
箱
館
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
を
訪
ね
て
（
二
）

　
法
華
寺
の
東
側
を
通
る
林
道
を
車
で
十
分
程
登
る
と
左
側
に
石
段
が
あ
っ

た
。「
お
客
さ
ん
、
ヒ
グ
マ
が
出
ま
す
か
ら
、
用
心
し
て
下
さ
い
」
の
言
葉
に
送

ら
れ
て
、
昭
和
五
十
六
年
五
月
に
崇
敬
者
一
同
が
寄
進
し
た
鳥
居
を
く
ぐ
っ
た
。

　
お
社
に
向
か
っ
て
右
側
に
ひ
と
際
大
き
な
墓
碑
が
五
基
あ
り
、
入
り
口
か
ら

四
番
目
の
石
碑
に
目
的
と
す
る
越
前
大
野
藩
、
岡
鍛
源
良
賢
の
名
前
が
備
前
藩

十
四
名
の
戦
死
者

と
一
緒
に
刻
ま
れ

て
い
た
。
松
前
の

護
国
神
社
に
も
越

前
大
野
藩
関
係
者

の
戦
没
者
碑
が
現

存
し
て
い
た
。

　
岡
鍛
源
良
賢
は

己
巳
の
役
で
、
木

古
内
に
お
い
て
四

月
十
三
日
戦
死
し

た
と
さ
れ
、
そ
の

没
年
月
日
は
碑
の

記
録
と
一
致
し
て

い
た
。

　
己
巳
の
役
に
お

い
て
松
前
は
江
差

と
同
じ
よ
う
に
前

線
へ
の
補
給
基
地
で
あ
り
、
ま
た
傷
病
者
の
転
養
先
で
あ
っ
た
関
係
で
、
松
前

藩
以
外
の
墓
碑
も
松
前
護
国
神
社
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
岡
鍛
源
良
賢
の
墓
は
、そ
の
後
の
調
査
で
江
差
護
国
神
社
に
あ
る
と
す
る『
大

野
町
史
』
や
『
江
差
町
史
』
の
記
録
に
遭
遇
し
た
。『
江
差
町
史
』
に
よ
る
と
、

写真４　新政府軍協力藩の墓碑五基（松前護国神社）
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若
越
郷
土
研
究
　
五
十
九
巻
一
号

戦
死
者
を
出
し
た
藩
か
ら
の
費
用
で
墓
を
建
立
し
た
記
録
が
あ
っ
た
の
で
、
前

報
で
大
野
藩
戦
没
者
と
報
告
し
た
墓
は
、
越
前
大
野
藩
ま
た
は
岡
鍛
源
良
賢
関

係
者
の
浄
財
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
松
前
護
国
神
社
の
境
内
に
は
明
治
二
己
巳
年
冬
に
建
立
し
た
顕
彰
碑

と
戦
没
者
二
十
六
名
の
名
前
を
記
し
た
大
き
な
石
碑
が
社
の
右
手
奥
に
あ
り
、

そ
れ
を
囲
む
よ
う

に
松
前
藩
の
戦
没

者
（
松
前
藩
士

五
十
一
柱
、
役
夫

三
柱
、民
夫
四
柱
、

田
村
量
吉
、
靖
国

神
社
に
祀
ら
れ
女

性
第
一
号
の
川
内

美
岐
子
）
な
ど
の

墓
が
配
置
さ
れ
、

す
べ
て
の
墓
に
墓

碑
銘
札
が
立
て
ら

れ
て
い
た
。

　
明
治
元
年
戊
辰

役
、
同
二
年
己
巳

の
役
で
戦
死
さ
れ

た
人
た
ち
の
「
み

霊
」
を
祀
っ
て
明

治
二
年
五
月
十
日
当
時
の
松
前
藩
軍
事
方
の
発
す
る
布
令
と
土
民
上
げ
て
の
勤

労
奉
仕
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
爾
来
積
年
の
風
雪
に
曝
さ
れ
、
石

写真６　松前護国神社墓碑

図４　松前護国神社墓碑見取り図

明治 2年冬
建立碑

石段

松前藩�
25 基

神社
石碑 2基 石碑
役夫墓 2基 民兵墓 2基

民兵墓

筑後藩 1名、水戸藩 6名、
弘前藩 3名、箱館藩４名

備前藩 14 名、大野藩 1名

薩州 7名、備前福山藩 8名

長州山口藩 3名、周防徳山藩 11 名

長州山口藩 15 名

松前藩 20 基
（烈婦川内美岐子之墓）

石碑 2基

鳥居

57

南
川
　
越
前
大
野
藩
関
係
者
の
箱
館
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
を
訪
ね
て
（
二
）

の
風
化
が
著
し
く
碑
の
刻
文
が
見
え
な
い
も
の
が
多
く
、
中
に
は
碑
本
体
の
倒

壊
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
状
況
を
憂
う
る
は
も
と
よ
り
一
基
で
も
形
の
あ
る

内
に
と
の
思
い
に
駆
ら
れ
簡
素
乍
ら
墓
碑
名
銘
札
を
作
成
し
こ
こ
に
設
置
し
ま

す
。

　
　
平
成
十
六
年
五
月
　
松
前
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
案
内
板
（
原
文
通
り
）
は
破
損
し
て
い
た
が
、
現
状
を
物
語
る
に
相
応
し
い

物
で
あ
っ
た
。

　
　
　
六
　
曹
洞
宗
　
空
谷
山
大
泉
寺

　
大
泉
寺
は
『
箱
館
戦
争
と
大
野
藩
』
や
『
奥
越
史
料
』
な
ど
に
再
三
紹
介
さ

れ
て
い
る
寺
院
で
あ
る
。
明
治
二
己
巳
年
に
函
館
奪
還
の
前
線
基
地
に
な
っ
た

所
で
も
あ
り
、
戦
没
者
五
名
が
こ
の
寺
院
に
埋
葬
さ
れ
た
と
『
大
野
町
史
』
に

記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
寺
院
は
法
源
寺
四
世
盤
室
芳
龍
大
和
尚
が
天
和
元
年
（
一
六
一
五
）
に

奥
尻
島
（
現
在
の
奥
尻
空
港
周
辺
）
に
「
奥
尻
山
大
仙
寺
」
と
し
て
開
教
・

建
立
し
た
。
そ
の
後
、
松
前
町
倉
町
を
経
て
現
在
の
泉
沢
村
に
移
転
、
平
成

二
十
七
年
で
開
創
四
百
年
を
迎
え
る
古
刹
で
あ
る
。

　
海
峡
線
の
泉
沢
駅
（
無
人
駅
）
で
下
車
し
て
津
軽
海
峡
を
右
手
に
見
な
が

ら
、
国
道
二
二
八
号
線
を
函
館
方
向
に
五
分
ほ
ど
戻
る
と
、
入
り
口
に
「
大
泉

寺
」
の
看
板
が
あ
る
の
で
す
ぐ
分
か
っ
た
。
境
内
に
入
っ
て
み
る
と
、
寺
院
に

向
か
っ
て
左
側
に
墓
地
が
並
ん
で
い
る
の
で
、
比
較
的
古
そ
う
な
墓
標
を
探
し

て
み
た
。
皆
ど
れ
も
地
元
の
方
々
を
埋
葬
し
た
墓
ば
か
り
で
、
目
的
と
す
る
箱

館
戦
争
の
戦
没
者

墓
標
は
見
当
た
ら

な
か
っ
た
。

　
周
囲
の
状
況

か
ら
推
察
す
る

と
、
明
治
政
府
が

神
仏
分
離
令
を
出

し
た
際
、
寺
院
の

敷
地
が
国
道
を
背

に
し
て
右
側
が
古

泉
神
社
、
左
側
が

大
泉
寺
に
二
分
割

さ
れ
、
そ
の
際
に

墓
地
も
改
葬
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。

古
泉
神
社
側
の
敷

地
の
広
場
に
は
招

魂
碑
が
あ
る
だ
け

で
、
官
修
墓
地
が

改
修
さ
れ
た
と
す

れ
ば
、
こ
の
招
魂

碑
に
合
祀
さ
れ
た

可
能
性
は
高
い

写真７　古泉神社と忠魂碑
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南
川
　
越
前
大
野
藩
関
係
者
の
箱
館
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
を
訪
ね
て
（
二
）

の
風
化
が
著
し
く
碑
の
刻
文
が
見
え
な
い
も
の
が
多
く
、
中
に
は
碑
本
体
の
倒

壊
も
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
状
況
を
憂
う
る
は
も
と
よ
り
一
基
で
も
形
の
あ
る

内
に
と
の
思
い
に
駆
ら
れ
簡
素
乍
ら
墓
碑
名
銘
札
を
作
成
し
こ
こ
に
設
置
し
ま

す
。

　
　
平
成
十
六
年
五
月
　
松
前
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
案
内
板
（
原
文
通
り
）
は
破
損
し
て
い
た
が
、
現
状
を
物
語
る
に
相
応
し
い

物
で
あ
っ
た
。

　
　
　
六
　
曹
洞
宗
　
空
谷
山
大
泉
寺

　
大
泉
寺
は
『
箱
館
戦
争
と
大
野
藩
』
や
『
奥
越
史
料
』
な
ど
に
再
三
紹
介
さ

れ
て
い
る
寺
院
で
あ
る
。
明
治
二
己
巳
年
に
函
館
奪
還
の
前
線
基
地
に
な
っ
た

所
で
も
あ
り
、
戦
没
者
五
名
が
こ
の
寺
院
に
埋
葬
さ
れ
た
と
『
大
野
町
史
』
に

記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
寺
院
は
法
源
寺
四
世
盤
室
芳
龍
大
和
尚
が
天
和
元
年
（
一
六
一
五
）
に

奥
尻
島
（
現
在
の
奥
尻
空
港
周
辺
）
に
「
奥
尻
山
大
仙
寺
」
と
し
て
開
教
・

建
立
し
た
。
そ
の
後
、
松
前
町
倉
町
を
経
て
現
在
の
泉
沢
村
に
移
転
、
平
成

二
十
七
年
で
開
創
四
百
年
を
迎
え
る
古
刹
で
あ
る
。

　
海
峡
線
の
泉
沢
駅
（
無
人
駅
）
で
下
車
し
て
津
軽
海
峡
を
右
手
に
見
な
が

ら
、
国
道
二
二
八
号
線
を
函
館
方
向
に
五
分
ほ
ど
戻
る
と
、
入
り
口
に
「
大
泉

寺
」
の
看
板
が
あ
る
の
で
す
ぐ
分
か
っ
た
。
境
内
に
入
っ
て
み
る
と
、
寺
院
に

向
か
っ
て
左
側
に
墓
地
が
並
ん
で
い
る
の
で
、
比
較
的
古
そ
う
な
墓
標
を
探
し

て
み
た
。
皆
ど
れ
も
地
元
の
方
々
を
埋
葬
し
た
墓
ば
か
り
で
、
目
的
と
す
る
箱

館
戦
争
の
戦
没
者

墓
標
は
見
当
た
ら

な
か
っ
た
。

　
周
囲
の
状
況

か
ら
推
察
す
る

と
、
明
治
政
府
が

神
仏
分
離
令
を
出

し
た
際
、
寺
院
の

敷
地
が
国
道
を
背

に
し
て
右
側
が
古

泉
神
社
、
左
側
が

大
泉
寺
に
二
分
割

さ
れ
、
そ
の
際
に

墓
地
も
改
葬
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。

古
泉
神
社
側
の
敷

地
の
広
場
に
は
招

魂
碑
が
あ
る
だ
け

で
、
官
修
墓
地
が

改
修
さ
れ
た
と
す

れ
ば
、
こ
の
招
魂

碑
に
合
祀
さ
れ
た

可
能
性
は
高
い

写真７　古泉神社と忠魂碑
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若
越
郷
土
研
究
　
五
十
九
巻
一
号

が
、
確
認
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
大
泉
寺
ご
住
職
に
「
箱
館
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
越
前
大
野
藩
士
が
こ
の
寺
に

埋
葬
さ
れ
た
記
録
が
あ
る
の
で
す
が
、
お
寺
に
何
か
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
…
」

と
過
去
帳
に
触
れ
て
み
た
。

　「
実
は
、
東
京
の
方
も
戊
辰
戦
争
の
戦
死
者
が
こ
の
寺
で
埋
葬
さ
れ
た
と
い

う
記
録
を
手
掛
か
り
に
来
ら
れ
ま
し
て
…
。
過
去
帳
に
は
箱
館
戦
争
戦
没
者
の

お
名
前
が
あ
り
ま
す
」
と
、『
奥
越
史
料
』
の
永
見
繁
雄
氏
の
報
告
を
裏
付
け

る
情
報
が
得
ら
れ
た
が
、
時
間
の
都
合
で
過
去
帳
を
拝
見
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。

図５　大泉寺・古泉神社境内見取り図

大泉寺 古泉神社

大泉寺
墓地 忠魂碑

○

大泉寺案内板

←　木古内方面　　（国道 228 号線�）����→函館方面

写真８　大泉寺
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南
川
　
越
前
大
野
藩
関
係
者
の
箱
館
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
を
訪
ね
て
（
二
）

　
　
　
七
　
青
森
市
三
内
霊
園

　『
奥
越
史
料
』
の
「
箱
館
出
兵
留
記
」
お
よ
び
「
函
館
賊
徒
追
討
帳
・
五
月

要
用
備
忘
（
堀
寛
）」
で
は
、
越
前
大
野
藩
士
吉
田
留
五
郎
は
四
月
二
十
九
日

北
海
道
矢
不
来
で
頭
（
耳
周
囲
）
に
受
傷
し
、
五
月
三
日
に
隊
長
堀
ら
と
共
に

深
手
八
名
が
飛
龍

丸
で
青
森
大
病
院

養
生
局
（
塩
町
、

米
屋
清
六
方
）
へ

転
療
し
た
が
、
五

月
二
十
二
日
夕
七

つ
半
に
相
果
て
た

と
さ
れ
て
い
る
。

　
著
者
の
知
る
限

り
で
は
、
越
前
大

野
市
以
外
の
地
で

吉
田
留
五
郎
の
墓

碑
を
調
査
し
た
記

録
は
見
当
た
ら
な

か
っ
た
。
も
し
、

墓
碑
が
あ
る
と
す

れ
ば
青
森
市
内
の

寺
院
ま
た
は
官
修

墓
地
の
ど
こ
か
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
　
　
　
　
　

　
調
査
を
進
め
て
い
く
と
、
青
森
市
内
に
あ
っ
た
官
修
墓
地
を
、
青
森
市
が
昭

和
二
十
三
年
七
月
に
改
葬
し
た
場
所
が
現
存
し
た
。

　
こ
の
箱
館
戦
争
戦
没
者
共
同
墓
地
が
あ
る
青
森
市
三
内
霊
園
は
三
内
丸
山
遺

跡
の
近
く
で
、
青
森
駅
か
ら
徒
歩
十
分
の
国
道
七
号
線
沿
い
に
あ
る
古
川
町
バ

ス
停
か
ら
三
内
霊
園
（
入
り
口
）
ま
で
、
二
十
分
程
度
で
到
着
し
た
。
三
内
霊

園
事
務
所
で
官
修
墓
地
の
場
所
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
花
屋
さ
ん
が
数
軒
立
ち

並
ぶ
ロ
ー
タ
リ
ー
の
一
角
に
あ
っ
た
。
花
屋
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
以
前
こ
こ

に
は
官
修
墓
地
の
説
明
案
内
板
が
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
平
成
二
十
五
年
十
月
の

訪
問
時
に
は
何
に
も
な
か
っ
た
。

　
こ
こ
に
は
箱
館
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
が
二
十
基
あ
っ
て
、
目
的
と
す
る
越
前

大
野
藩
吉
田
の
墓
は
正
面
に
向
か
っ
て
左
端
に
あ
っ
た
。
墓
碑
に
は
、

大
野
藩
　
吉
田
留
五
郎
忠
照
神
霊
　
明
治
二
己
巳
年
四
月
廿
九
日
於
矢
不

来
負
疵
　
同
年
五
月
廿
二
日
青
森
ニ
而
死
　
行
年
十
九
歳

と
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
墓
碑
に
よ
る
と
、
吉
田
留
五
郎
は
矢
不
来
で
受
傷
し
、
青
森
に
移
送

十
九
日
後
の
五
月
二
十
二
日
に
十
九
歳
で
死
亡
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
経
緯

は
函
館
護
国
神
社
の
墓
碑
な
ど
と
良
く
符
合
す
る
。

　
さ
て
、
吉
田
留
五
郎
が
養
生
局
（
塩
町
、
米
屋
清
六
方
）
で
、
わ
ず
か
十
九

日
余
り
の
間
に
ど
の
よ
う
な
治
療
を
受
け
た
の
か
、知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
箱
館
戦
争
末
期
の
青
森
町
の
様
子
は
、『
新
青
森
市
史
』
に
収
載
の
廻
船
問

屋
滝
屋
伊
東
彦
太
郎
の
日
記
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
負
傷
兵
の
治
療
に
関

す
る
記
事
を
抜
粋
し
て
み
た
。

写真９　三内霊園箱館戦争戦没者墓碑
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南
川
　
越
前
大
野
藩
関
係
者
の
箱
館
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
を
訪
ね
て
（
二
）

　
　
　
七
　
青
森
市
三
内
霊
園

　『
奥
越
史
料
』
の
「
箱
館
出
兵
留
記
」
お
よ
び
「
函
館
賊
徒
追
討
帳
・
五
月

要
用
備
忘
（
堀
寛
）」
で
は
、
越
前
大
野
藩
士
吉
田
留
五
郎
は
四
月
二
十
九
日

北
海
道
矢
不
来
で
頭
（
耳
周
囲
）
に
受
傷
し
、
五
月
三
日
に
隊
長
堀
ら
と
共
に

深
手
八
名
が
飛
龍

丸
で
青
森
大
病
院

養
生
局
（
塩
町
、

米
屋
清
六
方
）
へ

転
療
し
た
が
、
五

月
二
十
二
日
夕
七

つ
半
に
相
果
て
た

と
さ
れ
て
い
る
。

　
著
者
の
知
る
限

り
で
は
、
越
前
大

野
市
以
外
の
地
で

吉
田
留
五
郎
の
墓

碑
を
調
査
し
た
記

録
は
見
当
た
ら
な

か
っ
た
。
も
し
、

墓
碑
が
あ
る
と
す

れ
ば
青
森
市
内
の

寺
院
ま
た
は
官
修

墓
地
の
ど
こ
か
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
　
　
　
　
　

　
調
査
を
進
め
て
い
く
と
、
青
森
市
内
に
あ
っ
た
官
修
墓
地
を
、
青
森
市
が
昭

和
二
十
三
年
七
月
に
改
葬
し
た
場
所
が
現
存
し
た
。

　
こ
の
箱
館
戦
争
戦
没
者
共
同
墓
地
が
あ
る
青
森
市
三
内
霊
園
は
三
内
丸
山
遺

跡
の
近
く
で
、
青
森
駅
か
ら
徒
歩
十
分
の
国
道
七
号
線
沿
い
に
あ
る
古
川
町
バ

ス
停
か
ら
三
内
霊
園
（
入
り
口
）
ま
で
、
二
十
分
程
度
で
到
着
し
た
。
三
内
霊

園
事
務
所
で
官
修
墓
地
の
場
所
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
花
屋
さ
ん
が
数
軒
立
ち

並
ぶ
ロ
ー
タ
リ
ー
の
一
角
に
あ
っ
た
。
花
屋
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
以
前
こ
こ

に
は
官
修
墓
地
の
説
明
案
内
板
が
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
平
成
二
十
五
年
十
月
の

訪
問
時
に
は
何
に
も
な
か
っ
た
。

　
こ
こ
に
は
箱
館
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
が
二
十
基
あ
っ
て
、
目
的
と
す
る
越
前

大
野
藩
吉
田
の
墓
は
正
面
に
向
か
っ
て
左
端
に
あ
っ
た
。
墓
碑
に
は
、

大
野
藩
　
吉
田
留
五
郎
忠
照
神
霊
　
明
治
二
己
巳
年
四
月
廿
九
日
於
矢
不

来
負
疵
　
同
年
五
月
廿
二
日
青
森
ニ
而
死
　
行
年
十
九
歳

と
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
墓
碑
に
よ
る
と
、
吉
田
留
五
郎
は
矢
不
来
で
受
傷
し
、
青
森
に
移
送

十
九
日
後
の
五
月
二
十
二
日
に
十
九
歳
で
死
亡
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
経
緯

は
函
館
護
国
神
社
の
墓
碑
な
ど
と
良
く
符
合
す
る
。

　
さ
て
、
吉
田
留
五
郎
が
養
生
局
（
塩
町
、
米
屋
清
六
方
）
で
、
わ
ず
か
十
九

日
余
り
の
間
に
ど
の
よ
う
な
治
療
を
受
け
た
の
か
、知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
箱
館
戦
争
末
期
の
青
森
町
の
様
子
は
、『
新
青
森
市
史
』
に
収
載
の
廻
船
問

屋
滝
屋
伊
東
彦
太
郎
の
日
記
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
負
傷
兵
の
治
療
に
関

す
る
記
事
を
抜
粋
し
て
み
た
。

写真９　三内霊園箱館戦争戦没者墓碑
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若
越
郷
土
研
究
　
五
十
九
巻
一
号

　
四
月
二
十
九
日
に

は
、
新
政
府
軍
の
怪
我
人

二
十
六
人
が
青
森
に
送
り

返
さ
れ
て
き
た
。
青
森
で

は
婦
人
に
怪
我
人
の
世
話

を
さ
せ
た
。
五
月
三
日
に

は
二
十
五
人
、
十
二
日
に

は
十
九
人
、
十
八
日
に
は

八
十
八
人
、
六
月
十
二
日

に
は
十
三
人
、
二
十
六
日

に
は
五
十
人
の
怪
我
人
が

到
着
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
続
々
と
怪
我
人
が
到

着
す
る
の
で
、
常
光
寺
に

病
院
を
設
置
し
、
怪
我
人

を
一
カ
所
に
集
め
て
養

生
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

二
十
七
日
に
な
っ
て
、
青

森
に
逗
留
し
て
治
療
し
て

い
た
怪
我
人
を
東
京
へ
引

き
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
青
森
で
も
す
で
に
婦
人

が
看
護
に
参
画
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
、
箱
館
戦
争
が
日
本
に
お
け
る
看
護
婦
の
歴
史
の
始
ま
り
と
す

る
史
実
を
裏
付
け
る
記
述
と
し
て
興
味
深
い
。
ま
た
、
新
政
府
軍
で
は
イ
ギ
リ

ス
流
の
銃
創
に
対
す
る
治
療
法
を
取
り
入
れ
た
ほ
か
、
藩
医
が
ま
ず
受
傷
者
を

治
療
し
、
つ
い
で
養
生
局
ま
た
は
大
病
院
、
さ
ら
に
重
傷
者
を
船
で
横
浜
軍
陣

病
院
に
転
送
し
た
と
『
補
訂
戊
辰
役
戦
史
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
矢
不

来
の
戦
場
で
は
、
日
本
で
初
め
て
負
傷
兵
を
担
架
で
搬
送
し
た
こ
と
が
『
奥
越

史
料
』
の
「
箱
館
戦
争
実
記
（
有
村
栄
蔵
）」、
四
月
二
十
九
日
の
記
録
か
ら
も

読
み
取
れ
る
。

　『
奥
越
史
料
』
の
「
函
館
賊
徒
追
討
帳
・
五
月
要
用
備
忘
（
堀
寛
）」
で
は
、

見
舞
品
と
し
て
「
菓
子
、
玉
子
、
鶏
な
ど
」
の
ほ
か
、
興
味
深
い
品
と
し
て
、

六
月
三
日
「
大
病
院
か
ら
牛
肉
被
下
候
」
の
記
載
が
あ
る
。
当
時
、
牛
肉
は
滋

養
強
壮
の
薬
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
六
月
二
十
六
日
に
は
、
米
屋
の
直
子
（
二
百
疋
）、
と
み
子
（
百
疋
）、
看
病

女
　
豊
子
　
十
九
歳
（
百
疋
）
か
ら
お
見
舞
（
餞
別
）
を
贈
ら
れ
た
と
す
る
記

写真 10　三内霊園　吉田墓碑

←移転前　県立青森病院　西側　官修墓地　12 基→
越前大野藩
吉田 長藩 徳山藩 備前

福山藩 長藩 水戸藩 水戸藩 長藩 徳山藩 長藩 長藩 御親兵

備州藩

移
転
前
正
覚
寺

長州整武隊
今井 移転前　蓮心寺 重吉

伊州藩
献花台 移転前　蓮華寺

備後福山藩
森田 河村

伊州藩 伊州輜重方
勝嶋 移転前　常光寺 広瀬

伊州藩器械方 徳山山崎隊
福田 竹蔵

道路　　　　　　　

生花店 生花店

図６　三内霊園箱館戦争戦没者墓碑見取り図
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南
川
　
越
前
大
野
藩
関
係
者
の
箱
館
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
を
訪
ね
て
（
二
）

録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
越
前
大
野
藩
の
負
傷
兵
は
長
鯨
丸
で
東
京
に
撤

収
す
る
七
月
二
十
七
日
頃
ま
で
米
屋
清
六
方
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
箱
館
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
が
三
内
霊
園
へ
合
祀
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯

に
つ
い
て
、
青
森
市
総
務
部
総
務
課
市
史
編
纂
室
の
協
力
を
得
て
調
査
し
た
。

『
青
森
寺
院
志
』
な
ど
に
よ
る
と
、
三
内
霊
園
に
移
転
す
る
前
の
吉
田
留
五
郎

の
墓
は
、
現
在
の
青
森
市
役
所
の
跡
地
に
あ
っ
た
県
立
青
森
病
院
（
青
森
県
立

中
央
病
院
の
前
身
）
西
側
の
官
修
戊
辰
戦
争
墓
地
に
存
在
し
た
。
こ
の
官
修
墓

地
は
『
東
奥
日
報
』（
昭
和
九
年
十
月
二
十
一
日
）、『
東
奥
年
鑑
　
昭
和
十
年
』

に
よ
る
と
昭
和
九
年
十
月
二
十
日
に
戊
辰
会
の
発
起
に
よ
り
戊
辰
堂
を
新
築
、

慰
霊
祭
を
行
っ
た
と
の
記
事
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
頃
に
整
備
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
吉
田
留
五
郎
が
死
亡
し
た
明
治
初
年
か
ら
昭
和
九
年
頃
ま
で
に
、
長

州
藩
、
弘
前
藩
な
ど
と
越
前
大
野
藩
の
招
魂
祭
を
明
確
に
区
別
で
き
る
記
録
が

見
当
た
ら
な
い
の
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、『
奥
越
史
料
』『
青
森
寺
院
志
』

な
ど
か
ら
そ
の
間
の
経
緯
を
推
測
し
た
。

　『
奥
越
史
料
』
の
「
箱
館
出
兵
留
記
（
堀
寛
）」
に
よ
る
と
、「
五
月
廿
二
日

青
森
に
て
死
　
吉
田
留
五
郎
　
神
主
　
田
川
左
太
夫
　
社
内
へ
葬
」
と
す
る
記

述
が
あ
り
、「
函
館
賊
徒
追
討
帳
・
五
月
要
用
備
忘
（
堀
寛
）」
で
は
、「
五
月

二
十
三
日
弘
前
公
よ
り
霊
具
と
し
て
留
五
郎
へ
五
百
疋
　
下
候
」
の
記
載
が
あ
る

（
現
、
葊
田
神
社
第
十
七
代
宮
司
は
、
田
川
伊
吹
氏
で
あ
る
）。

　『
青
森
寺
院
志
』
に
よ
る
と
、
当
時
（
明
治
初
期
）、
名
主
小
浜
屋
永
太
郎
支

配
の
岩
吉
が
長
州
・
徳
山
藩
に
限
ら
ず
、
各
藩
墓
所
の
清
掃
を
行
い
、
新
政
府

軍
よ
り
褒
美
を
受
け
た
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、
明
治
五
年
五
月
清
水
谷
総
監
が

廣
田
神
社
境
内
で
、
箱
館
戦
争
戦
死
者
の
招
魂
祭
を
挙
行
し
、
以
後
随
時
弔
慰

祀
も
行
わ
れ
た
が
、
次
第
に
荒
廃
に
帰
し
、
知
る
人
も
稀
な
る
に
至
っ
た
。

　
青
森
郷
土
会
で
は
、
そ
の
墓
標
を
建
立
し
て
参
拝
者
の
道
し
る
べ
と
し
、
さ
ら

に
昭
和
九
年
十
月
青
森
報
知
新
聞
社
関
社
長
は
、
之
を
遺
憾
と
し
、
有
志
の
義

捐
を
募
り
、
県
立
青
森
病
院
の
西
側
に
招
魂
堂
を
新
築
し
た
旨
の
記
載
が
あ
る
。

　
な
お
、
廣
田
神
社
の
位
置
を
入
手
可
能
な
資
料
で
確
認
し
た
。
明
治
二
十
五

年
の
青
森
市
地
図
に
は
廣
田
神
社
の
境
内
に
戦
死
墓
は
あ
っ
た
が
、
明
治

四
十
五
年
、大
正
十
五
年
の
地
図
で
は
現
在
地
に
近
い
場
所
に
神
社
が
移
転
し
、

戦
死
墓
の
記
載
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　『
青
森
案
内
』
に
よ
る
と
、
廣
田
神
社
は
天
保
二
年
か
ら
明
治
三
十
年
頃
ま

で
は
柳
町
通
神
明
神
社
地
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
現
在
の
位
置
に
遷
座
し
た
と

記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
五
月
三
日
の
青
森

大
火
に
よ
る
移
転
が
考
え
ら
れ
た
。
従
っ
て
明
治
三
十
年
頃
か
ら
戊
辰
堂
が
建

設
さ
れ
た
昭
和
九
年
ま
で
の
約
三
十
七
年
間
、
吉
田
留
五
郎
墓
碑
の
場
所
は
追

跡
で
き
な
か
っ
た
。

　
従
っ
て
、
吉
田
留
五
郎
の
墓
碑
は
廣
田
神
社
（
戦
死
墓
）
→
？
→
県
立
青
森

病
院
（
青
森
県
立
中
央
病
院
の
前
身
）
西
側
の
官
修
戊
辰
戦
争
墓
地
→
青
森
市

三
内
霊
園
（
現
在
地
）
へ
移
転
し
た
も
の
と
推
論
し
た
。

　
ま
た
、
三
内
霊
園
に
祀
ら
れ
て
い
る
墓
碑
は
青
森
市
内
の
戊
辰
堂
（
青
森
県

立
病
院
西
側
）
か
ら
十
二
基
、
正
覚
寺
（
伊
州
藩
三
基
、
備
州
藩
一
基
）
か
ら

計
四
基
、
蓮
心
寺
（
長
州
藩
）
か
ら
一
基
、
常
光
寺
（
徳
山
藩
、
伊
州
各
一
基
）

か
ら
計
二
基
、蓮
華
寺
（
備
後
福
山
藩
）
か
ら
一
基
が
改
葬
さ
れ
た
こ
と
が
、「
青
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南
川
　
越
前
大
野
藩
関
係
者
の
箱
館
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
を
訪
ね
て
（
二
）

録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
越
前
大
野
藩
の
負
傷
兵
は
長
鯨
丸
で
東
京
に
撤

収
す
る
七
月
二
十
七
日
頃
ま
で
米
屋
清
六
方
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
箱
館
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
が
三
内
霊
園
へ
合
祀
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯

に
つ
い
て
、
青
森
市
総
務
部
総
務
課
市
史
編
纂
室
の
協
力
を
得
て
調
査
し
た
。

『
青
森
寺
院
志
』
な
ど
に
よ
る
と
、
三
内
霊
園
に
移
転
す
る
前
の
吉
田
留
五
郎

の
墓
は
、
現
在
の
青
森
市
役
所
の
跡
地
に
あ
っ
た
県
立
青
森
病
院
（
青
森
県
立

中
央
病
院
の
前
身
）
西
側
の
官
修
戊
辰
戦
争
墓
地
に
存
在
し
た
。
こ
の
官
修
墓

地
は
『
東
奥
日
報
』（
昭
和
九
年
十
月
二
十
一
日
）、『
東
奥
年
鑑
　
昭
和
十
年
』

に
よ
る
と
昭
和
九
年
十
月
二
十
日
に
戊
辰
会
の
発
起
に
よ
り
戊
辰
堂
を
新
築
、

慰
霊
祭
を
行
っ
た
と
の
記
事
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
頃
に
整
備
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
吉
田
留
五
郎
が
死
亡
し
た
明
治
初
年
か
ら
昭
和
九
年
頃
ま
で
に
、
長

州
藩
、
弘
前
藩
な
ど
と
越
前
大
野
藩
の
招
魂
祭
を
明
確
に
区
別
で
き
る
記
録
が

見
当
た
ら
な
い
の
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、『
奥
越
史
料
』『
青
森
寺
院
志
』

な
ど
か
ら
そ
の
間
の
経
緯
を
推
測
し
た
。

　『
奥
越
史
料
』
の
「
箱
館
出
兵
留
記
（
堀
寛
）」
に
よ
る
と
、「
五
月
廿
二
日

青
森
に
て
死
　
吉
田
留
五
郎
　
神
主
　
田
川
左
太
夫
　
社
内
へ
葬
」
と
す
る
記

述
が
あ
り
、「
函
館
賊
徒
追
討
帳
・
五
月
要
用
備
忘
（
堀
寛
）」
で
は
、「
五
月

二
十
三
日
弘
前
公
よ
り
霊
具
と
し
て
留
五
郎
へ
五
百
疋
　
下
候
」
の
記
載
が
あ
る

（
現
、
葊
田
神
社
第
十
七
代
宮
司
は
、
田
川
伊
吹
氏
で
あ
る
）。

　『
青
森
寺
院
志
』
に
よ
る
と
、
当
時
（
明
治
初
期
）、
名
主
小
浜
屋
永
太
郎
支

配
の
岩
吉
が
長
州
・
徳
山
藩
に
限
ら
ず
、
各
藩
墓
所
の
清
掃
を
行
い
、
新
政
府

軍
よ
り
褒
美
を
受
け
た
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、
明
治
五
年
五
月
清
水
谷
総
監
が

廣
田
神
社
境
内
で
、
箱
館
戦
争
戦
死
者
の
招
魂
祭
を
挙
行
し
、
以
後
随
時
弔
慰

祀
も
行
わ
れ
た
が
、
次
第
に
荒
廃
に
帰
し
、
知
る
人
も
稀
な
る
に
至
っ
た
。

　
青
森
郷
土
会
で
は
、
そ
の
墓
標
を
建
立
し
て
参
拝
者
の
道
し
る
べ
と
し
、
さ
ら

に
昭
和
九
年
十
月
青
森
報
知
新
聞
社
関
社
長
は
、
之
を
遺
憾
と
し
、
有
志
の
義

捐
を
募
り
、
県
立
青
森
病
院
の
西
側
に
招
魂
堂
を
新
築
し
た
旨
の
記
載
が
あ
る
。

　
な
お
、
廣
田
神
社
の
位
置
を
入
手
可
能
な
資
料
で
確
認
し
た
。
明
治
二
十
五

年
の
青
森
市
地
図
に
は
廣
田
神
社
の
境
内
に
戦
死
墓
は
あ
っ
た
が
、
明
治

四
十
五
年
、大
正
十
五
年
の
地
図
で
は
現
在
地
に
近
い
場
所
に
神
社
が
移
転
し
、

戦
死
墓
の
記
載
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　『
青
森
案
内
』
に
よ
る
と
、
廣
田
神
社
は
天
保
二
年
か
ら
明
治
三
十
年
頃
ま

で
は
柳
町
通
神
明
神
社
地
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
現
在
の
位
置
に
遷
座
し
た
と

記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
五
月
三
日
の
青
森

大
火
に
よ
る
移
転
が
考
え
ら
れ
た
。
従
っ
て
明
治
三
十
年
頃
か
ら
戊
辰
堂
が
建

設
さ
れ
た
昭
和
九
年
ま
で
の
約
三
十
七
年
間
、
吉
田
留
五
郎
墓
碑
の
場
所
は
追

跡
で
き
な
か
っ
た
。

　
従
っ
て
、
吉
田
留
五
郎
の
墓
碑
は
廣
田
神
社
（
戦
死
墓
）
→
？
→
県
立
青
森

病
院
（
青
森
県
立
中
央
病
院
の
前
身
）
西
側
の
官
修
戊
辰
戦
争
墓
地
→
青
森
市

三
内
霊
園
（
現
在
地
）
へ
移
転
し
た
も
の
と
推
論
し
た
。

　
ま
た
、
三
内
霊
園
に
祀
ら
れ
て
い
る
墓
碑
は
青
森
市
内
の
戊
辰
堂
（
青
森
県

立
病
院
西
側
）
か
ら
十
二
基
、
正
覚
寺
（
伊
州
藩
三
基
、
備
州
藩
一
基
）
か
ら

計
四
基
、
蓮
心
寺
（
長
州
藩
）
か
ら
一
基
、
常
光
寺
（
徳
山
藩
、
伊
州
各
一
基
）

か
ら
計
二
基
、蓮
華
寺
（
備
後
福
山
藩
）
か
ら
一
基
が
改
葬
さ
れ
た
こ
と
が
、「
青
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若
越
郷
土
研
究
　
五
十
九
巻
一
号

森
寺
院
志
」
か
ら
分
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
官
修
墓
地
の
盛
衰
は
そ
の
後
の
日
清
・
日
露
戦
争
か
ら
支
那
事
変
、

太
平
洋
戦
争
を
経
た
戦
前
・
戦
後
の
歴
史
を
振
り
返
る
よ
う
で
一
抹
の
寂
寥
感

を
感
じ
る
。

　
　
　
八
　
円
通
寺
（
東
京
、
三
ノ
輪
）

　
話
は
一
気
に
北

海
道
・
青
森
か
ら
、

東
京
都
荒
川
区
に

あ
る
円
通
寺
に
移

る
。

　
円
通
寺
は
Ｊ
Ｒ

常
磐
線
の
南
千

住
駅
か
ら
徒
歩

十
五
分
の
国
道
四

号
日
光
街
道
沿
い

に
あ
る
。
寺
の
歴

史
は
古
く
、
八
幡

太
郎
義
家
が
奥
羽

征
伐
を
し
た
際
の

四
十
八
人
の
賊
首

を
埋
め
た
四
十
八

塚
を
築
い
た
こ
と

か
ら
小
塚
原
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
さ
れ
て

い
る
。

　
慶
応
四
年
五
月

十
五
日
、
上
野
で

戦
死
し
た
彰
義
隊

の
遺
体
を
円
通
寺

二
十
三
世
大
禅
佛

磨
大
和
尚
が
こ
の

寺
に
埋
葬
供
養
し

た
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
寺

に
は
上
野
寛
永
寺

黒
門
が
皇
室
博
物

館
よ
り
払
い
下
げ

ら
れ
（
荒
川
区
指

定
有
形
文
化
財
）、
無
数
の
弾
痕
が
往
時
の
激
戦
の
様
子
を
今
に
伝
え
て
く
れ

る
史
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
境
内
に
は
旧
幕
臣
の
戦
死
者
の
供
養
に
尽
力
し
た
義
商
三
河
屋
幸
三
郎

が
向
島
別
邸
に
鳥
羽
、
伏
見
、
箱
館
、
会
津
な
ど
の
戦
死
者
の
氏
名
を
彫
っ
て

供
養
し
た
も
の
を
移
築
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
、
彰
義
隊
士
の
墓
（
戦
死
墓
）

写真 11　円通寺

写真 12　死節之墓と筒井専一郎
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南
川
　
越
前
大
野
藩
関
係
者
の
箱
館
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
を
訪
ね
て
（
二
）

の
他
、
死
節
之
墓
な
ど
が
あ
る
。

　
こ
の
死
節
之
墓
に
越
前
大
野
藩
士
で
あ
っ
た
筒
井
専
一
郎
の
名
前
が
刻
ま
れ

て
い
る
。
旧
幕
府
軍
の
墓
に
何
故
越
前
大
野
藩
の
関
係
者
が
合
祀
さ
れ
て
い
る

の
か
疑
問
に
思
わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
う
の
で
、
経
緯
を
振
り
返
っ
て
み

た
い
。

　
筒
井
専
一
郎
は
『
大
野
郡
誌
』
に
よ
れ
ば
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
生

ま
れ
、
幼
名
は
五
郎
、
越
前
大
野
藩
の
足
軽
で
あ
っ
た
。
妹
婿
に
家
督
を
譲
り
、

天
治
元
年
（
一
八
六
四
）
頃
江
戸
に
出
て
幕
府
の
海
軍
所
に
入
り
、
小
野
友
五

郎
の
部
下
に
な
っ
た
。
旧
幕
府
軍
の
「
回
天
」
の
見
習
一
等
航
海
士
と
し
て
箱

館
戦
争
に
参
加
し
た
。
旧
幕
府
軍
は
明
治
元
年
十
一
月
十
五
日
旗
艦
で
あ
っ
た

「
開
陽
」を
江
差
沖
で
座
礁
・
沈
没
し
て
失
っ
た
。
こ
の
海
軍
力
を
補
う
た
め
に
、

明
治
二
年
三
月
二
十
五
日
夜
明
け
、
新
政
府
軍
の
「
甲
鉄
」
を
奪
取
し
よ
う
と

企
て
た
宮
古
湾
の
海
戦
に
お
い
て
、「
回
天
」
の
右
舷
で
戦
死
し
た
と
さ
れ
て

い
る
。

　『
越
前
大
野
藩
と
箱
館
戦
争
』
に
よ
る
と
、
本
行
院
釈
義
明
と
し
て
函
館
・

称
名
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。『
越
前
大
野
藩
と
箱
館
戦
争
』
の
著

者
も
大
正
末
期
に
函
館
の
図
書
館
岡
田
主
事
に
依
頼
し
て
、
筒
井
専
一
郎
の
墓

を
探
し
た
様
で
あ
る
が
、
函
館
市
内
の
寺
院
は
そ
の
後
何
度
も
火
災
に
逢
い
、

そ
の
墓
碑
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
旧
幕
府
軍
の
戦
死
者
を
埋
葬

し
た
函
館
市
内
の
「
碧
血
碑
」
に
魂
は
永
眠
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る

記
載
が
あ
っ
た
。

　
越
前
大
野
藩
士
は
旧
幕
府
軍
の
「
回
天
」
に
筒
井
専
一
郎
が
乗
船
し
て
い
た

こ
と
を
知
っ
て
い
た
様
子
を
伺
わ
せ
る
記
載
が
、『
箱
館
戦
争
と
大
野
藩
』
の

各
所
に
あ
る
の

で
、
そ
の
一
部
を

紹
介
す
る
。

　
明
治
元
年
十
二

月
二
十
五
日
、
越

前
大
野
藩
兵
や
筒

井
専
一
郎
の
義

弟
（
筒
井
数
之

助
）
が
青
森
に
退

却
す
る
際
乗
船
し

た
プ
ロ
シ
ャ
（
独

逸
）
船
が
、「
回

天
」
と
箱
館
湾
内

で
鉢
合
わ
せ
を
し

た
が
、「
砲
撃
も

致
さ
ず
先
ず
一
命

助
か
り
申
す
。
…

彼
悠
然
と
見
過
し

…
」
と
。

　『
奥
越
史
料
』
の
「
箱
館
戦
争
実
記
（
有
村
栄
蔵
）」
に
よ
る
と
、
明
治
二
年

四
月
九
日
再
上
陸
し
た
越
前
大
野
藩
士
は
、四
月
二
十
日
、敵
が
落
と
し
て
行
っ

た
紙
片
を
拾
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
「
回
天
」
の
航
海
士
、
筒
井
専
一

郎
が
先
の
宮
古
湾
の
戦
で
戦
死
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
自
分
が
所
属
し
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南
川
　
越
前
大
野
藩
関
係
者
の
箱
館
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
を
訪
ね
て
（
二
）

の
他
、
死
節
之
墓
な
ど
が
あ
る
。

　
こ
の
死
節
之
墓
に
越
前
大
野
藩
士
で
あ
っ
た
筒
井
専
一
郎
の
名
前
が
刻
ま
れ

て
い
る
。
旧
幕
府
軍
の
墓
に
何
故
越
前
大
野
藩
の
関
係
者
が
合
祀
さ
れ
て
い
る

の
か
疑
問
に
思
わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
う
の
で
、
経
緯
を
振
り
返
っ
て
み

た
い
。

　
筒
井
専
一
郎
は
『
大
野
郡
誌
』
に
よ
れ
ば
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
生

ま
れ
、
幼
名
は
五
郎
、
越
前
大
野
藩
の
足
軽
で
あ
っ
た
。
妹
婿
に
家
督
を
譲
り
、

天
治
元
年
（
一
八
六
四
）
頃
江
戸
に
出
て
幕
府
の
海
軍
所
に
入
り
、
小
野
友
五

郎
の
部
下
に
な
っ
た
。
旧
幕
府
軍
の
「
回
天
」
の
見
習
一
等
航
海
士
と
し
て
箱

館
戦
争
に
参
加
し
た
。
旧
幕
府
軍
は
明
治
元
年
十
一
月
十
五
日
旗
艦
で
あ
っ
た

「
開
陽
」を
江
差
沖
で
座
礁
・
沈
没
し
て
失
っ
た
。
こ
の
海
軍
力
を
補
う
た
め
に
、

明
治
二
年
三
月
二
十
五
日
夜
明
け
、
新
政
府
軍
の
「
甲
鉄
」
を
奪
取
し
よ
う
と

企
て
た
宮
古
湾
の
海
戦
に
お
い
て
、「
回
天
」
の
右
舷
で
戦
死
し
た
と
さ
れ
て

い
る
。

　『
越
前
大
野
藩
と
箱
館
戦
争
』
に
よ
る
と
、
本
行
院
釈
義
明
と
し
て
函
館
・

称
名
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。『
越
前
大
野
藩
と
箱
館
戦
争
』
の
著

者
も
大
正
末
期
に
函
館
の
図
書
館
岡
田
主
事
に
依
頼
し
て
、
筒
井
専
一
郎
の
墓

を
探
し
た
様
で
あ
る
が
、
函
館
市
内
の
寺
院
は
そ
の
後
何
度
も
火
災
に
逢
い
、

そ
の
墓
碑
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
旧
幕
府
軍
の
戦
死
者
を
埋
葬

し
た
函
館
市
内
の
「
碧
血
碑
」
に
魂
は
永
眠
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る

記
載
が
あ
っ
た
。

　
越
前
大
野
藩
士
は
旧
幕
府
軍
の
「
回
天
」
に
筒
井
専
一
郎
が
乗
船
し
て
い
た

こ
と
を
知
っ
て
い
た
様
子
を
伺
わ
せ
る
記
載
が
、『
箱
館
戦
争
と
大
野
藩
』
の

各
所
に
あ
る
の

で
、
そ
の
一
部
を

紹
介
す
る
。

　
明
治
元
年
十
二

月
二
十
五
日
、
越

前
大
野
藩
兵
や
筒

井
専
一
郎
の
義

弟
（
筒
井
数
之

助
）
が
青
森
に
退

却
す
る
際
乗
船
し

た
プ
ロ
シ
ャ
（
独

逸
）
船
が
、「
回

天
」
と
箱
館
湾
内

で
鉢
合
わ
せ
を
し

た
が
、「
砲
撃
も

致
さ
ず
先
ず
一
命

助
か
り
申
す
。
…

彼
悠
然
と
見
過
し

…
」
と
。

　『
奥
越
史
料
』
の
「
箱
館
戦
争
実
記
（
有
村
栄
蔵
）」
に
よ
る
と
、
明
治
二
年

四
月
九
日
再
上
陸
し
た
越
前
大
野
藩
士
は
、四
月
二
十
日
、敵
が
落
と
し
て
行
っ

た
紙
片
を
拾
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
「
回
天
」
の
航
海
士
、
筒
井
専
一

郎
が
先
の
宮
古
湾
の
戦
で
戦
死
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
自
分
が
所
属
し
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若
越
郷
土
研
究
　
五
十
九
巻
一
号

て
い
た
第
二
小
隊
長
多
胡
半
弥
に
渡
し
た
、
と
記
し
て
い
る
。

　『
奥
越
史
料
』
の
「
函
館
賊
徒
追
討
帳
・
五
月
要
用
備
忘
（
堀
寛
）」
で
は
、「
左

之
書
付
　
木
古
内
攻
撃
之
節
途
中
に
て
拾
ひ
候
に
写
置
。
…
即
死
筒
井
専
一
郎

…
」
と
書
き
写
し
て
い
る
の
で
、
隊
員
内
で
回
し
読
み
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。

　
　
　
九
　
東
京
下
谷
池
の
端
仲
町
琳
琅
閣

　
も
う
一
人
の
箱
館
戦
争
に
参
加
し
た
大
野
藩
関
係
者
と
し
て
、
東
京
下
谷
区

（
現
台
東
区
）
池
の
端
仲
町
、
琳
琅
閣
の
主
人
（
斉
藤
某
氏
）
に
関
す
る
記
述

に
出
く
わ
し
た
。
著
者
の
知
る
限
り
で
は
、
初
め
て
耳
に
す
る
方
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　『
箱
館
戦
争
始
末
記
』
の
「
あ
と
が
き
」
に
、
琳
琅
閣
の
主
人
に
関
す
る
記

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
文
言
を
引
用
さ
せ
て
頂
く
。

大
野
藩
（
福
井
）
出
身
、
旧
幕
府
軍
に
参
加
し
、
箱
館
で
戦
い
、
敗
戦
後

樺
太
ま
で
逃
げ
、
世
間
が
落
ち
着
く
の
を
待
っ
て
東
京
に
戻
っ
て
来
た
。

東
京
神
田
淡
路
町
で
ニ
コ
ラ
イ
堂
の
依
頼
で
聖
書
を
販
売
。
そ
の
後
、
下

谷
区
池
の
端
仲
町
に
移
転
し
、古
本
専
門
琳
琅
閣
の
主
人
と
な
る
。
別
名
、

バ
イ
ブ
ル
と
言
わ
れ
、
古
書
の
目
利
き
は
抜
群
で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
十

年
十
二
月
、
五
十
八
歳
で
没
し
た
。

と
書
か
れ
て
い
る
が
、
埋
葬
先
は
不
明
で
あ
る
。

　
箱
館
戦
争
に
参
加
し
た
当
時
は
十
八
歳
前
後
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。
何
故
、
箱
館
戦
争
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
ま
た
ど
の
隊
で
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
は
今
と
な
っ
て
は
全
く
不
明
で
あ
る
。

　
ま
た
、
明
治
四
十
年
に
郵
便
局
が
作
成
し
た
地
図
で
は
、
東
京
市
下
谷
区
池

の
端
仲
町
の
地
名
が
不
忍
の
池
の
湖
畔
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
住
宅
地

図
の
よ
う
な
資
料
が
な
い
か
調
査
し
た
が
、
執
筆
時
ま
で
に
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
。
さ
ら
に
残
念
な
事
は
こ
の
記
述
に
関
す
る
出
典
の
記
載
が
な
い
こ
と

で
あ
る
。

　
こ
の
池
の
端
仲
町
七
番
地
に
は
、
慶
応
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た
箱
館

出
身
の
写
真
師
の
横
山
松
三
郎
が
写
真
館
「
通
天
楼
」
を
開
い
て
い
た
。
最
近

の
研
究
に
よ
る
と
、
横
山
松
三
郎
は
箱
館
戦
争
前
後
に
は
母
親
が
い
た
函
館
に

戻
っ
て
写
真
撮
影
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
報
告
が
あ
る
。

　
ま
た
、
横
山
松
三
郎
は
写
真
の
創
と
言
わ
れ
た
下
岡
蓮
杖
の
弟
子
と
さ
れ
て

い
る
。
斉
藤
某
と
横
山
松
三
郎
と
の
接
点
は
不
明
で
あ
る
が
、
不
思
議
な
縁
で

あ
る
。

　
　
　
一
〇
　
ま 

と 

め

　
箱
館
戦
争
と
大
野
藩
関
係
者
の
墓
碑
を
訪
ね
る
旅
も
、
百
四
十
五
年
の
年
月

と
個
人
情
報
保
護
法
の
足
か
せ
で
次
第
に
調
査
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
。

　「
勝
て
ば
官
軍
、
負
け
れ
ば
賊
軍
」
の
諺
の
よ
う
に
、
勝
者
の
記
録
は
比
較

的
保
存
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
旧
幕
府
軍
の
戦
没
者
は
函
館
に
あ
る
「
碧
血

碑
」
の
様
に
合
葬
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
多
く
、
個
人
の
記
録
ま
で
辿
り
着
く
こ
と

は
歳
月
が
経
過
し
た
以
外
に
、
種
々
の
課
題
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
く
る
。
ま

た
、
関
係
者
の
口
伝
に
頼
ら
ず
、
可
能
な
限
り
現
存
す
る
墓
碑
と
記
録
（
資
料
）
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南
川
　
越
前
大
野
藩
関
係
者
の
箱
館
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
を
訪
ね
て
（
二
）

を
中
心
に
報
告
（
年
月
日
は
原
資
料
の
ま
ま
引
用
）
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
し

か
し
、
引
用
し
た
資
料
が
適
切
で
な
く
、
今
回
は
旧
幕
府
軍
に
参
加
し
た
方
に

つ
い
て
も
記
述
し
た
の
で
、
配
慮
を
し
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
事
が
あ
れ
ば
、
ご
容
赦
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
今
回
の
取
材
で
は
、
北
斗
市
光
明
寺
の
住
職
、
冨
田
豊
実
氏
、
北
斗
市
在
住

の
大
野
文
化
財
保
護
研
究
会
木
下
寿
実
夫
会
長
、
青
森
市
総
務
部
総
務
課
市
史

編
纂
室
の
皆
さ
ん
、
江
差
郷
土
資
料
館
な
ど
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
頂
い
た
。

　
ま
た
、
ど
の
地
を
訪
ね
て
も
、
地
元
の
有
志
に
よ
り
先
人
の
墓
碑
が
大
切
に

保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
深
い
感
銘
を
受
け
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
御
礼
を

申
し
上
げ
、
感
謝
の
気
持
ち
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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兵
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十
八
『
新
解
函
館
戦
争
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元
就
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）

・
箱
石
大
編
『
戊
辰
戦
争
の
史
料
学
』（
勉
誠
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版
、
二
〇
一
三
年
）

・
合
田
一
道
編
著
『
小
杉
雅
之
進
が
描
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た
箱
館
戦
争
』（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
〇
五
年
）

・『
松
前
の
文
化
財
―
日
本
最
北
の
城
下
町
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松
前
町
教
育
員
会
、
二
〇
一
一
年
）

・
須
藤
隆
仙
編
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箱
館
戦
争
史
料
集
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
六
年
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・『
江
差
町
史
　
第
六
巻
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通
説
二
）』（
江
差
町
、
一
九
八
三
年
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・『
江
差
町
史
　
第
三
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（
資
料
三
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江
差
町
、
一
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年
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補
訂
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辰
役
戦
史
　
上
・
下
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時
事
通
信
社
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八
八
年
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（
二
〇
一
三
年
十
二
月
四
日
受
理
）
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南
川
　
越
前
大
野
藩
関
係
者
の
箱
館
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
を
訪
ね
て
（
二
）

を
中
心
に
報
告
（
年
月
日
は
原
資
料
の
ま
ま
引
用
）
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
し

か
し
、
引
用
し
た
資
料
が
適
切
で
な
く
、
今
回
は
旧
幕
府
軍
に
参
加
し
た
方
に

つ
い
て
も
記
述
し
た
の
で
、
配
慮
を
し
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
事
が
あ
れ
ば
、
ご
容
赦
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
今
回
の
取
材
で
は
、
北
斗
市
光
明
寺
の
住
職
、
冨
田
豊
実
氏
、
北
斗
市
在
住

の
大
野
文
化
財
保
護
研
究
会
木
下
寿
実
夫
会
長
、
青
森
市
総
務
部
総
務
課
市
史

編
纂
室
の
皆
さ
ん
、
江
差
郷
土
資
料
館
な
ど
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
頂
い
た
。

　
ま
た
、
ど
の
地
を
訪
ね
て
も
、
地
元
の
有
志
に
よ
り
先
人
の
墓
碑
が
大
切
に

保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
深
い
感
銘
を
受
け
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
御
礼
を

申
し
上
げ
、
感
謝
の
気
持
ち
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

参
考
文
献

・
南
川
傳
憲
「
越
前
大
野
藩
関
係
者
の
箱
館
戦
争
戦
没
者
の
墓
碑
を
訪
ね
て
（
一
）」（『
若

越
郷
土
研
究
』
五
七
の
二
、二
〇
一
三
年
）

・『
箱
館
戦
争
と
大
野
藩
』（
私
立
図
書
館
高
島
文
庫
、
一
九
一
八
年
）

・「
従
軍
日
記
集
（
箱
館
戦
争
記
・
箱
館
出
張
中
諸
用
記
・
箱
館
出
兵
留
記
・
函
館
賊

徒
追
討
帳
・
函
浦
江
出
兵
中
村
井
氏
日
記
之
内
抜
書
ス
）」（『
奥
越
史
料
』
第
一
号
、

一
九
七
〇
年
）

・
永
見
繁
雄
「
箱
館
戦
争
実
記
」（『
奥
越
史
料
』
第
二
八
号
、
一
九
九
九
年
）

・
坂
田
玉
子
「
箱
館
戦
争
従
軍
記
録
史
料
」（『
奥
越
史
料
』
第
二
九
号
、
二
〇
〇
〇
年
）

・「
函
館
戦
争
記
（
明
治
二
年
）
中
村
雅
之
進
」（『
大
野
市
史
　
藩
政
史
料
編
二
』
大
野
市

役
所
、
一
九
八
四
年
）

・『
福
井
県
大
野
郡
誌
　
下
編
』（
大
野
郡
教
育
会
、
一
九
一
二
年
。
復
刻
版
一
九
八
五
年
）

・『
大
野
町
史�

第
五
巻
』（
大
野
町
史
編
纂
会
、
一
九
五
七
年
）

・
栗
賀
大
介
『
箱
館
戦
争
始
末
記
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
三
年
）

・
加
藤
貞
仁
『
箱
館
戦
争
』（
無
明
舎
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）　

・
一
戸
岳
逸
編
『
青
森
寺
院
志
』（
青
森
通
俗
図
書
館
、一
九
三
五
年
。
復
刻
版
一
九
七
六
年
）

・「
滝
屋
伊
東
彦
太
郎
の
日
記
（
伊
東
家
文
書
）」（『
青
森
市
史
　
第
七
巻
　
資
料
編
（
一
）』

青
森
市
、
一
九
六
六
年
）

・『
青
森
市
史
　
第
六
巻
　
政
治
編
』（
青
森
市
、
一
九
六
一
年
）

・『
新
青
森
市
史
　
通
史
編
　
第
二
巻
（
近
世
）』（
青
森
市
、
二
〇
一
二
年
）

・
一
戸
と
も
子
他
「
弘
前
大
学
に
お
け
る
看
護
教
育
の
変
遷
（
一
）」（『
弘
前
大
学
医
学
部

保
健
学
科
紀
要
』
第
五
巻
、
二
〇
〇
六
年
）

・『
東
奥
日
報
』
昭
和
九
年
一
〇
月
二
一
日
号

・『
東
奥
年
鑑
　
昭
和
九
年
』（
東
奥
日
報
社
、
一
九
三
四
年
）

・『
東
奥
年
鑑
　
昭
和
十
年
』（
東
奥
日
報
社
、
一
九
三
五
年
）

・
山
川
清
『
青
森
案
内
』（
長
谷
川
書
林
、
一
九
一
五
年
）

・
兵
頭
二
十
八
『
新
解
函
館
戦
争
』（
元
就
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）

・
箱
石
大
編
『
戊
辰
戦
争
の
史
料
学
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
）

・
合
田
一
道
編
著
『
小
杉
雅
之
進
が
描
い
た
箱
館
戦
争
』（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
〇
五
年
）

・『
松
前
の
文
化
財
―
日
本
最
北
の
城
下
町
―
』（
松
前
町
教
育
員
会
、
二
〇
一
一
年
）

・
須
藤
隆
仙
編
『
箱
館
戦
争
史
料
集
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
六
年
）　
　

・『
江
差
町
史
　
第
六
巻
（
通
説
二
）』（
江
差
町
、
一
九
八
三
年
）

・『
江
差
町
史
　
第
三
巻
（
資
料
三
）』（
江
差
町
、
一
九
七
九
年
）

・
大
山
柏
『
補
訂
戊
辰
役
戦
史
　
上
・
下
』（
時
事
通
信
社
、
一
九
八
八
年
）

（
二
〇
一
三
年
十
二
月
四
日
受
理
）

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



66

若
越
郷
土
研
究
　
五
十
九
巻
一
号

お
願
い

　
北
海
道
新
幹
線
の
開
業
な
ど
に
伴
い
、
拙
稿
そ
の
（
一
）、（
二
）
で
ご
紹
介
し
ま
し

た
交
通
機
関
に
廃
止
・
変
更
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。
江
差
線
（
木
古
内
・
江
差
間
）
は

二
〇
一
四
年
五
月
十
一
日
を
以
て
廃
線
に
な
り
ま
し
た
。
江
差
線
（
木
古
内
・
五
稜
郭
間
）

は
二
〇
一
六
年
三
月
の
新
青
森
・
新
函
館
北
斗
間
の
開
業
に
伴
い
第
三
セ
ク
タ
ー
へ
の
移

行
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
最
新
の
情
報
を
ご
確
認
下
さ
い
。
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岡
田
　
江
戸
時
代
の
玉
川
浦
の
澗
に
つ
い
て

　
　
　
は 

じ 

め 

に

　
漁
村
に
在
っ
て
は
「
船
揚
澗
」
は
重
要
な
生
産
手
段
で
あ
る
。
澗
は
集
落
ま

た
自
宅
か
ら
近
く
、
高
波
に
も
安
全
で
、
し
か
も
勾
配
が
適
当
で
、
陸
に
船
の

上
げ
下
ろ
し
が
容
易
で
あ
る
場
所
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
条
件
を
満
た

す
場
所
と
な
る
と
限
ら
れ
て
く
る
。
江
戸
時
代
・
明
治
時
代
・
大
正
時
代
以
降
、

ご
く
最
近
ま
で
資
力
あ
る
有
力
漁
商
人
が
澗
を
支
配
し
所
有
し
て
い
た
の
で
あ

る（
１
）。

　
限
ら
れ
た
船
数
し
か
使
用
で
き
な
い
船
揚
場
、
そ
し
て
澗
代
（
賃
料
）
が
高

額
で
漁
業
経
営
を
圧
迫
す
る
問
題
を
打
開
す
る
た
め
、
昭
和
に
入
り
特
に
戦
後

漁
業
の
盛
ん
な
浦
々
で
は
改
め
て
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

　
漁
業
協
同
組
合
の
澗
の
買
上
げ
と
共
に
、
大
時
化
で
も
船
を
澗
に
上
げ
な
く

て
も
済
む
安
全
で
安
心
な
漁
港
の
造
成
が
漁
業
組
合
の
熱
望
・
要
請
で
推
進
さ

れ
た
。
し
か
し
こ
こ
玉
川
港
は
、
漁
業
規
模
は
小
さ
く
高
波
の
時
、
漁
船
は
全

て
船
揚
澗
を
利
用

し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
現
在
の
玉
川
集

落
は
越
前
岬
近
く

で
沿
岸
零
細
漁

業
・
温
泉
観
光
の

民
宿
・
旅
館
で
生

計
を
立
て
て
い
る

町
で
あ
る
が
、
過

疎
化
が
進
行
し
て

い
る
平
成
の
今

日
、
各
種
漁
獲
量

は
年
を
追
っ
て
減

江
戸
時
代
の
玉
川
浦
の
澗
に
つ
い
て

岡

　田

　健

　彦

写真１　現代の越前町玉川の澗
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